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1.研究目的

　放流用または養殖用魚介類の生産技術を確立し、栽培漁業の推進を図ることを目的として、アカ

ナマコの人工種苗生産技術開発、サザエの人工種苗生産技術開発および初期生活史の研究、メガイ

アワビ小型種苗の放流追跡調査、ならびにイタヤガイの育種技術開発を行った。

2.研究方法と結果

　（1）アカナマコの人工種苗生産技術開発

　　母員の飼育および人工採卵法の開発を目的として配合餌料（リビック）で育成した母貝100個

　体を用い、平成10年４月20目から５月28日にかけて夜間止水、紫外線照射海水、昇温（自然

　水温より5（C）、遮光により産卵誘発を試みた。その結果、実験開始前半より後半で、放精誘発成

　功の頻度が高かった。得られた浮遊幼生は、推ナマコまで変態した。

　（2）サザエの人工種苗生産技術開発および初期生活史の研究

　　種苗量産技術の開発を目的として、乾燥コンブで飼育した母貝を用いて、平成10年９月22

　日から10月８田こかけて、夜間止水、紫外線照射海水、干出を組み合わせて産卵誘発を試みた。

　その結果、産卵が誘発されたが、ふ化率は36 －53％と低かった。得られた幼生のうち、一郎を

　平均最高3.8mmの推員まで飼育した。

　　また、初期稚員の季節的変動を明らかにすることを目的として島根町多古池先の調査継続区域

　で平成10年５月から12月まで､エアーリフﾄによる25cm方形枠２回の吸い取りと天然採苗器

　による初期推員数のモニタリングを行った。吸い取りでは、９月に２個体/2回（最高1.1mmと

　1.5mm）の稚員が得られた。採苗器には６月中旬から10月上旬にかけて３－６個体／袋（最高

　270 －600μm）の稚員が人網した。

　（3）メガイアワビ人工種苗の生殖状況の観察

　　平成７年に平均最長15mmで放流したメガイアワビ小型種苗の放流追跡調査を島根町多古地

　先の放流区域で、平成10年５月から６月にかけて行った。区域内の岸側から沖側にかけて長さ

　50mのラインを２本設置し、幅2mでラインに沿って目視観察を行い、アワビと他の生物の出現

　数を記録した。その結果、最長8 －9cm の放流メガイが、平均0.06個体/m2観察された。そのう

　ち１個体の測定結果は、グリーンマークが1.6cm、最長が8.5cmであった。

　（4）イタヤガイの育種技術開発

　　育種用の母員生産のため、自家受精による人工種苗生産を行った。その結果、母員４個体を自

　家受精させ、推員を生産することに成功した。
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